
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
は
ち
み
つ

ク
マ
と
ハ
チ
ミ
ツ
と
言
え
ば
「
く
ま
の
プ
ー

さ
ん
」
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
実
は
、
野
生
の
ク
マ
も
ま
た
ハ
チ
ミ

ツ
が
大
好
物
で
す
。
正
確
に
は
ハ
チ
類
（
成
虫
、

幼
虫
、
あ
れ
ば
ハ
チ
ミ
ツ
）
が
主
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
す
が
、
木
の
洞
や
土
の
中
に
あ
る
ハ
チ
の

巣
を
見
つ
け
て
食
べ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
社
会
性
昆
虫
と
呼
ば
れ
る
ハ
チ
の
仲
間
は

巣
を
作
り
群
れ
で
生
活
し
ま
す
。
ク
マ
の
活
動

期
間
の
う
ち
で
最
も
食
物
が
不
足
す
る
夏
の
時

期
に
、
一
つ
見
つ
け
れ
ば
ま
と
ま
っ
た
栄
養
が

得
ら
れ
る
ハ
チ
類
は
重
要
な
食
物
な
の
で
す
。

も
と
も
と
野
生
の
ハ
チ
類
を
好
む
ク
マ
に

と
っ
て
、
蜜
を
た
っ
ぷ
り
蓄
え
た
養
蜂
用
の
巣

箱
は
極
め
て
魅
力
的
な
存
在
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
生
息
地
内
の
林
道
な
ど
に
置
か
れ
る

巣
箱
は
ク
マ
に
見
つ
か
り
中
身
を
食
べ
ら
て
し

ま
う
養
蜂
被
害
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被

害
を
放
置
す
れ
ば
、
巣
箱
を
食
べ
て
も
よ
い
も

の
と
学
習
し
た
ク
マ
が
同
じ
場
所
を
度
々
訪
れ
、

被
害
が
継
続
す
る
こ
と
も…

。

こ
う
し
た
問
題
グ
マ
を
「
作
ら
な
い
」
た
め

に
は
、
被
害
の
初
期
段
階
、
あ
る
い
は
被
害
が

心
配
さ
れ
る
場
所
で
は
被
害
発
生
前
に
、
電
気

柵
に
よ
る
対
策
を
行
う
こ
と
が
肝
心
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
那
賀
町
内
の
養
蜂
家
３

名
と
共
に
電
気
柵
に
よ
る
被
害
防
除
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
被
害
防
除
に
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
生
息
地
内
の
よ
り
多
く
の
巣
箱
に
電
気
柵

を
普
及
す
る
た
め
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
方
々

の
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

認定NPO法人四国自然史科学研究センターでは、剣山とその周辺部に生息するツキノワグ

マの調査研究を行っています。得られた研究成果をもとに、保全施策の検討、人とツキノワグ

マのトラブル防止、生態や現状に関する情報発信など、様々な機関や団体と協力して取り組ん

でいます。このニュースレターでは、これまでの調査から分かった四国のツキノワグマのこと

や、共生の取り組み状況について、地域の皆さんに広くお知らせします！

しこくま
ニュースレター

次郎岌から剣山を眺める
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認定特定非営利活動法人
四国自然史科学研究センター

電気柵の設置作業

電気柵で使用する
パワーユニット

生
息
地
で
の
養
蜂
は

電
気
柵
と
セ
ッ
ト
で
！

当
セ
ン
タ
ー
で
は
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
養
蜂
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
電

気
柵
一
式
を
無
償
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

生
息
地
内
お
よ
び
周
辺

で
養
蜂
を
や
っ
て
い
て
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
、
過

去
に
被
害
に
遭
っ
た
方
な

ど
が
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
設
置
と
管
理
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。

巣箱に近づいたツキノワグマ
が電気柵に触れる瞬間
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本ニュースレターは独立行
政法人環境再生保全機構
地球環境基金の助成によ
り作成されました。

ツキノワグマとのトラブル回避

認定特定非営利活動法人
四国自然史科学研究センター

道路 落葉広葉樹林 人工林

900m

1500m

生息地でのトラブルを避けるために

第一に、クマに出会わないための工夫が大切！

◎ツキノワグマは行動範囲が広いため、人間が活動する地域まで出て来てしまうことがあるかもしれま
せん。しかし、その時にクマにとって魅力的な食べ物（放置果樹、放置作物、生ごみ、動物の残滓、
蜜胴など）が無ければ、その場に居続けることはありません。人とクマの適切な距離を維持するため
には、集落近くにある誘引物を極力減らし、人間由来の食物に執着する「問題グマ」を作らないこと
が重要となります。養蜂用の巣箱を設置する際には電気柵を活用することも有効です。

人里付近では

山で活動するときは

◎問題を起こすクマを作らないために、残飯などは残さず持ち帰りましょう。

◎クマの方に先に自分の存在に気づいてもらうため、クマ鈴などを携帯するか、見通しの悪い藪や林道
では声を出す、手を叩くなどで音をたてましょう。

もしも出会ってしまったら、
とにかく落ち着いて冷静に行動することが重要です。

●距離が離れてる場合：

●距離が近い場合：

●向かってきたら (威嚇突進)：

●突進してきたら (攻撃突進)：

ゆっくりとその場を立ち去る。

走ったり大声を出したりして刺激しない。クマから目を離さずにゆっくりと後退。

多くの場合は、クマが突進途中で止まり後退するか目前でUターンをして逃
げます。落ち着いて、クマとの間に障害物が来るようにゆっくりと後退。

市販のクマ撃退スプレーを噴射。それでも攻撃を受けた時は、うつ伏せに
なり急所となる首の後ろを両手でガードするなどして防御姿勢をとる。

四国のツキノワグマ 4頭を捕獲し、その
後１～２年の行動をGPS装置を使って追
跡しました。その結果、人里や道路付近
を避けて、落葉広葉樹林が豊富な山奥
でひっそりと生活している様子が明らか
になりました。
ツキノワグマは警戒心が強く臆病な動

物です。山ではクマの方が先に人の存
在に気づきその場を離れることがほとん
どです。見通しの悪い林内などでは音を
たてて不意な遭遇を避けましょう。

利用する環境の特徴

• 落葉広葉樹林を好んで使う
人工林よりも1.4～2.7倍の選択率

• 900～1500mの標高を多く使う

• 人里や道路付近は好んで使わない

ツキノワグマの生息地の選択性

ツキノワグマは山のどの辺で暮らしているの？

NEXT ISSUE
次回は、ツキノワグマ保全のための普
及啓発の取り組みをご紹介します！
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